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「一般型」“GeneralTyp巴"(身長，体重など)，昨申怪型J“NeuralType" G軍動神経など)， ['生殖霊山“Genital Type" 















































































































出典:Piaget & Inhelder (1956) 
対象は， 4 歳~6歳 6 ヶ月までの子ども 21 人， 6歳 7 ヶ月 ~8 歳の子ども 30 人， 8 歳，~9 歳 6 ヶ月までの子ど
も33人， 9 歳 6 ヶ月 ~12 歳の子ども 16 人の合計 100 人である。実験装置は，先述の 3 つ山のセットと，実験装
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